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新年のごあいさつ

越前市長　奈良 俊幸

　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。

　皆様におかれましては、すがすがしい新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。　皆様におかれましては、すがすがしい新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

　

　昨年　昨年1010月１日の月１日の「越前市」「越前市」の誕生に伴い執行された市長選挙で、初代市長に就任後、初めてのの誕生に伴い執行された市長選挙で、初代市長に就任後、初めての

新年を迎えるにあたり、あらためてその責任の重さを痛感し、新市のまちづくりに全力で取り新年を迎えるにあたり、あらためてその責任の重さを痛感し、新市のまちづくりに全力で取り

組んでいく決意をしています。組んでいく決意をしています。

　

　さて、初代の越前市長としましては、何よりも、旧武生市と旧今立町の一体的な発展を図り、　さて、初代の越前市長としましては、何よりも、旧武生市と旧今立町の一体的な発展を図り、

両地区の住民の融和を進めることにより、合併に伴う住民の不安感を払拭し、一体感の醸成を両地区の住民の融和を進めることにより、合併に伴う住民の不安感を払拭し、一体感の醸成を

図ることが当面の最重要課題であると認識しています。図ることが当面の最重要課題であると認識しています。

　

　したがいまして、合併協議での合意事項を尊重し、両市町において育まれた歴史・文化・伝　したがいまして、合併協議での合意事項を尊重し、両市町において育まれた歴史・文化・伝

統を大切に、それぞれの地域特性を生かしながら、統を大切に、それぞれの地域特性を生かしながら、「元気な産業づくり」「元気な人づくり」「「元気な産業づくり」「元気な人づくり」「快

適で住みよいまちづくり」「安全で安心なまちづくり」「市民が主役のまちづくり」適で住みよいまちづくり」「安全で安心なまちづくり」「市民が主役のまちづくり」の５本の施策の５本の施策

を推進し、を推進し、「2121世紀に人と地域が輝く世紀に人と地域が輝く、住民主体の自立都市、住民主体の自立都市」を市民の皆様と協働で構築していを市民の皆様と協働で構築してい

きたいと考えています。きたいと考えています。

　

　本年も越前市政に温かいご理解とご協力をお願い申し上げます。　本年も越前市政に温かいご理解とご協力をお願い申し上げます。

　

　皆様にとりまして、本年が幸多き一年でありますよう心からお祈り申し上げ、新年のごあい　皆様にとりまして、本年が幸多き一年でありますよう心からお祈り申し上げ、新年のごあい

さつとさせていただきます。さつとさせていただきます。

　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。

　皆様におかれましては、すがすがしい新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

　

　昨年10月１日の「越前市」誕生に伴い執行された市長選挙で初代市長に就任後、初めての新年

を迎えるにあたり、あらためてその責任の重さを痛感し、新市のまちづくりに全力で取り組ん

でいく決意をしています。

　

　さて、初代の越前市長としましては、何よりも、旧武生市と旧今立町の一体的な発展を図り、

両地区の住民の融和を進めることにより、合併に伴う住民の不安感を払拭し、一体感の醸成を

図ることが当面の最重要課題であると認識しています。

　

　したがいまして、合併協議での合意事項を尊重し、両市町において育まれた歴史・文化・伝

統を大切に、それぞれの地域特性を生かしながら、「元気な産業づくり」「元気な人づくり」「快

適で住みよいまちづくり」「安全で安心なまちづくり」「市民が主役のまちづくり」の５本の施策

を推進し、「21世紀に人と地域が輝く、住民主体の自立都市」を市民の皆様と協働で構築してい

きたいと考えています。

　

　本年も越前市政に温かいご理解とご協力をお願い申し上げます。

　

　皆様にとりまして、本年が幸多き一年でありますよう心からお祈り申し上げ、新年のごあい

さつとさせていただきます。
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合
併
に
よ
り
、
閉
市
・
閉
町
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
９
月
24
日
、
25
日
に
各
々
で
式
典
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、９
月
30
日
に
は
、両
市
町
で

多
く
の
参
加
者
の
も
と
、カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、新
市
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

カウントダウンイベント（今立町）

閉市式典（武生市）

　
本
県
が
開
催
県
と
な
り
10
月
22
日
〜
11
月
３

日
ま
で
の
13
日
間
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
は
、

和
紙
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
・
合
唱
・
源
氏

物
語
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
演
劇
・
連
句
と
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
越
前
市
を﹁
安
全
・
安
心
都
市
﹂

と
位
置
づ
け
、安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
運
動
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。ま
た
、男
女
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、﹁
男
女
共
同
参

画
都
市
﹂を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
平
成

　
平
成
1616
年
末
の
政
府
与
党
申
し
合
わ
せ
に

年
末
の
政
府
与
党
申
し
合
わ
せ
に

基
づ
き
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

基
づ
き
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
が
国
土
交
通
大
臣
に
認
可
申
請
を
行
い

機
構
が
国
土
交
通
大
臣
に
認
可
申
請
を
行
い

ま
し
た
。
工
事
延
長
は
約

ま
し
た
。
工
事
延
長
は
約
3030
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
総
工
事
費
は
約
１
９
０
０
億
円
で
す
。

で
、
総
工
事
費
は
約
１
９
０
０
億
円
で
す
。

着
工
ま
で
あ
と
一
歩
と
大
き
く
前
進
し
た
こ

着
工
ま
で
あ
と
一
歩
と
大
き
く
前
進
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
16
年
末
の
政
府
与
党
申
し
合
わ
せ
に

基
づ
き
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

機
構
が
国
土
交
通
大
臣
に
認
可
申
請
を
行
い

ま
し
た
。
工
事
延
長
は
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
総
工
事
費
は
約
１
９
０
０
億
円
で
す
。

着
工
ま
で
あ
と
一
歩
と
大
き
く
前
進
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

越前和紙で折った動物の展示
(和紙文化フェスティバル）

　
平
成
16
年
２
月
に
武

生
市
・
今
立
町
合
併
協

議
会
が
発
足
し
て
以
来
、

20
回
の
協
議
を
重
ね
、

平
成
17
年
10
月
１
日
に

越
前
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。

越前市役所開庁式（10月１日）

　
５
月
10
日
に
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校
と

武
生
市
、
　
江
市
、
今
立
町
、
地
元
の
経
済
団

体
と
の
間
で
地
域
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

地
場
産
業
や
伝
統
産
業

の
共
同
研
究
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
の
産
学
官

の
連
携
に
よ
り
、
地
域

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

地域連携協定調印式

　
県
産
の
杉
を
使
用
し

た
木
造
の
校
舎
で
、
木

の
ぬ
く
も
り
が
身
体
と

心
に
や
さ
し
い
学
校
で

す
。
４
月
７
日
に
開
校

式
が
行
わ
れ
、
63
人
の

児
童
生
徒
が
新
し
い
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

県立南越養護学校（上大坪町）

　
南
越
消
防
組
合
消
防
本
部
・
中
消
防
署
の

新
庁
舎
が
、
４
月
28
日
千
福
町
に
完
成
し
ま

し
た
。
庁
舎
内
に
は
、
災
害
対
策
の
拠
点
と

な
り
、
防
災
意
識
を

啓
発
す
る
た
め
の
市

の
防
災
施
設
も
設
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
組
合
の

高
橋
知
子
消
防
副
士

長
が
、
消
防
吏
員
と

し
て
県
内
初
の
女
性

救
急
救
命
士
と
な
り

ま
し
た
。

最新のシステムを搭載した新庁舎

　
越
前
市
で
初
め
て
の
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

初
代
市
長
に
奈
良
俊
幸

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
越
前
市
議
会
初

代
議
長
に
は
、
片
粕
正

二
郎
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

当選証書を受け取る奈良俊幸氏

　
10
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
、越
前
市
に
な

っ
て
初
め
て
の
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

越
前
市
の
人
口
は
、８

７
７
４
２
人
、２
７
９

０
９
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

武生市・今立町合同実施本部
［旧消防署内(中央一丁目)に設置］

た
か
は
し
と
も
こ

大
ニ
大
ニ
ュ
ー
ス

ュ
ー
ス

大
ニ
大
ニ
ュ
ー
ス

ュ
ー
ス

大
ニ
ュ
ー
ス

平
成
17
年
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こ
れ
ま
で
の
経
過

地
域
の
み
ん
な
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
み
ん
な
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
み
ん
な
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
み
ん
な
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
み
ん
な
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

(1

・
・
・
・
・

本
県
の
危
機
的
な
治
安
情
勢
の
悪
化

に
対
応
す
る
た
め
、
県
、県
警
察
本
部

が
連
携
し
て
取
り
組
む
治
安
回
復
の

た
め
の
施
策
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
16

年
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

全
国
第
１
位
の
減
少
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
取
り
組
み

を
背
景
に
、
市
民
運
動
を
基
軸
と

し
た
展
開
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
私
た
ち
の
取
り
組
み
姿
勢
を

表
す
た
め
、
こ
の
た
び
の
宣
言
の

制
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
先
　
防
災
安
全
課
　
☎︵
２
２
︶３
０
８
１

　
市
民
参
加
型
の
﹁
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
﹂
の
推
進
方
策
を
検
討

す
る
た
め
に
、
連
絡
会
︵
全
３
回
︶
を

開
催
し
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
振
興
会
を
は
じ
め
地
域
で
自
主

防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
る
各
種
団
体

と
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

　
連
絡
会
の
成
果
を
関
係
団
体
の
活

動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。﹁
自
ら
の
安
全

は
自
ら
が
守
る
﹂を
前
提
と
し
て
、地

域
ぐ
る
み
に
よ
る
活
動
の
重
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
市
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
安
全
な
地
域

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、﹁
越
前

市
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
﹂を
制
定
し
ま
し
た
。

　
福
井
治
安
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
組
織
と
な
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
市

防
犯
隊
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

で
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
も

連
携
し
て
、
住
民
意
識
啓
発
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、
ま
ち
な
か
の
巡
視
活

動
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「日本一安全・安心な越前市・南越前町まち

づくり運動協議会」設立大会（昨年11月23日）

　
犯
罪
抑
止
に
向
け
た
広
域
的
な
運

動
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
越
前
市
、

南
越
前
町
、越
前
警
察
署
、今
立
警
察

署
が
中
心
と
な
っ
て
、
各
種
関
係
団

体
が
参
画
し﹁
日
本
一
安
全
・
安
心
な

越
前
市
・
南
越
前
町
ま
ち
づ
く
り
運

動
協
議
会
﹂
を
昨
年
11
月
に
設
立
し

ま
し
た
。設
立
大
会
を
開
催
し
、住
民

意
識
の
啓
発
と
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

(1
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◆
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
類
は
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
加
熱
す
る
こ
と

◆
手
洗
い
は
、石
け
ん
を
使
用
し
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
！

◆
調
理
器
具
を
使
い
分
け
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
洗
浄
す
る
こ
と

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
込
ん
だ
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
を
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

加
熱
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
の
用
便
後
の
手
洗
い
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
場
合
、
食
品
が
ウ
イ
ル

ス
に
汚
染
さ
れ
、感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
加
熱
す
れ
ば
滅
菌
で
き
ま
す
。
ま

た
、
手
洗
い
や
調
理
器
具
の
洗
浄
な

ど
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
類
は
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
加
熱
す
る
こ
と

　
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
類
の
生
食
は

で
き
る
だ
け
避
け
、
中
心
部
ま
で
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
湯

通
し
程
度
の
加
熱
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

は
死
に
ま
せ
ん
。

※
カ
キ
な
ど
の
生
食
に
は
、

　
必
ず﹁
生
食
用
﹂に
限
り
ま
し
ょ
う
。

◆
手
洗
い
は
、石
け
ん
を
使
用
し
、じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
！

　
調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
、
カ
キ
な

ど
の
二
枚
貝
を
調
理
し
た
後
の
手
洗

い
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
調
理
器
具
を
使
い
分
け
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
洗
浄
す
る
こ
と

　
魚
介
類
の
調
理
用
ま
な
板
や
調
理

器
具
は
、魚
介
類
専
用
と
し
、じ
ゅ
う

ぶ
ん
洗
浄
・
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎︵
５
１
︶０
０
３
４

今
立
４
地
区
で

準
備
会
が
発
足
し
ま
し
た

地
域
自
治
振
興
事
業

■
花
筐
地
区
自
治
振
興
会
準
備
委
員
会

 

み
や
た
し
ょ
う
い
ち

　［
会
長
　

宮
田
尚
一︵
粟
田
部
町
︶］　
会
員
64
人

■
岡
本
地
区
自
治
振
興
会
準
備
委
員
会

 

く
ろ
だ
　

よ
し
あ
き

　［
会
長
　

黒
田
義
明︵
新
在
家
町
︶］　
会
員

113
人

■
南
中
山
地
区
自
治
振
興
会
準
備
委
員
会

 

や
ま
だ
　

ひ
ろ
お

　［
会
長
　

山
田
博
夫︵
中
津
山
町
︶］　
会
員
82
人

■
服
間
地
区
自
治
振
興
会
設
立
準
備
会

 

や
ま
だ
　

こ
う
じ

　［
会
長
　

山
田
紘
史︵
大
谷
町
︶］　
　

会
員

110
人

︵
会
員
数
：
12
月
21
日
現
在
︶

問
合
先
　

市
民
活
動
推
進
課
　

☎︵
２
２
︶３
２
９
３

　
11
月
17
日
㈭
に
粟
田
部
地
区
、
11
月
22
日
㈫

に
南
中
山
地
区
、
12
月
３
日
㈯
に
服
間
地
区
、

12
月
８
日
㈭
に
岡
本
地
区
と
、
各
地
区
で
第
１

回
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員

会
で
は
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
方
針
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
今
立
の
す
べ
て
の
地
区
に
準
備
会
が

立
ち
上
が
り
、
今
年
春
の
振
興
会
設
立
に
向
け
、

本
格
的
に
動
き
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
準
備
会
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︵
研
究
集

会
︶
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
地
区
の
宝
や

課
題
を
掘
り
起
こ
す
作
業
を
行
う
な
ど
、
地
域
自
治
振

興
事
業
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

花筐地区自治振興会準備委員会
の会議の様子

■ 全患者数　■ ノロウイルス患者数　―■―　ノロウイルス患者の占める割合

全国の食中毒におけるノロウイルス発生状況（患者数）

50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

50,000

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
割
合
︵
％
︶

患
者
数
︵
人
︶

※
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
小
腸
粘
膜

で
増
え
、
急
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。お
も
な
症
状
は
、

下
痢
、
吐
き
気
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
発

熱
︵
38
度
以
下
︶
な
ど
風
邪
に
似
た

症
状
で
す
。

　
食
中
毒
と
い
え
ば
、
つ
ゆ
の
時
期
か
ら
初
秋
ま
で
が
発
生
の
ピ
ー
ク
で
す

が
、
冬
に
多
く
発
生
す
る
食
中
毒
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、﹁
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
︵
小

型
球
形
ウ
イ
ル
ス
︶
﹂
に
よ
る
食
中
毒
で
近
年
、
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16
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❶
平
成
17
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

で
、平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、越

前
市
に
住
所
が
あ
っ
た
人
︵
他
の

市
町
村
に
住
ん
で
い
た
人
は
、
そ

の
市
町
村
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
︶

❷
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
ア
ル

バ
イ
ト
や
不
動
産
、
農
業
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

❸
平
成
17
年
の
途
中
に
会
社
を
退
職

し
た
人

❹
市
か
ら
申
告
用
紙
が
届
い
た
人
で
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人

︵
注
意
︶右
記
以
外
で
も
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

❶
平
成
17
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

人
❷
所
得
が
給
与
だ
け
の
給
与
所
得
者

で
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

❸
税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る
人
。

た
だ
し
、
確
定
申
告
が
不
要
の
人

で
も
所
得
が
あ
る
人
は
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

︵
注
意
︶市
か
ら
申
告
書
用
紙
が
届
い

た
人
は
、
右
記
に
該
当
す
る
場
合

で
も
税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

①
認
め
印

②
源
泉
徴
収
票
・
給
与
の
支
払
明
細
・

帳
簿
・
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
な

ど
、
平
成
17
年
中
の
所
得
を
証
明

す
る
も
の

③
国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・

個
人
年
金
保
険
料
・
損
害
保
険
料

な
ど
の
支
払
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
受

診
者
ご
と
、
支
払
い
先
別
に
仕
分

け
し
た
領
収
書
お
よ
び
一
覧
表

⑤
農
業
の
申
告
を
す
る
人
は
、
農
業

の
収
支
が
わ
か
る
通
帳
や
経
費
が

わ
か
る
領
収
書
な
ど

㈬

◆問合先

　税務課 ☎（２２）３０１４

　武生税務署 ☎（２２）０８９０

●
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

　
平
成
17
年
中
に
農
業
で
得
た
収
入

や
経
費
な
ど
を
収
支
計
算

（※）
し
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

（※）
収
支
計
算
と
は
、
農
業
に
関
す
る

通
帳
や
領
収
書
を
も
と
に
、
受
け

取
っ
た
も
の
は
収
入
、
支
払
っ
た

も
の
は
経
費
と
し
て
、
収
入
か
ら

経
費
を
差
し
引
い
た
も
の
を
所
得

と
し
て
算
出
す
る
こ
と
で
す

●
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
申
告
書
に
は
年
金
所
得
の
確
認
の

た
め
、
社
会
保
険
庁
よ
り
送
付
さ
れ

る﹁
源
泉
徴
収
票
︵
は
が
き
︶﹂を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
配
偶
者
控

除
・
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、

保
険
料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
に
つ

い
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

☆
平
成
18
年
度
の
申
告
か
ら
、
65
歳

以
上
で
、
所
得
が
１
０
０
０
万
円

以
下
の
人
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て

い
た
老
年
者
控
除︵
50
万
円
︶
が
廃

止
さ
れ
、
公
的
年
金
所
得
の
計
算

方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平

成
18
年
度
か
ら
新

た
に
申
告
が
必
要

な
人
が
出
て
き
ま

す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

　
﹁
給
与
支
払
報
告
書
﹂
と
﹁
償
却
資

産
の
申
告
書
﹂
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

○
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
平
成
17
年
中
に
従
業
員
や
社
員
に

給
与
を
支
払
っ
た
事
業
主
は
、
給
与

支
払
報
告
書
を
作
成
し
、
平
成
18
年

１
月
１
日
現
在
、
従
業
員
や
社
員
が

住
む
市
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
専
従
者
、
外
国
籍
の
人
も
対
象
で

す
。

○
償
却
資
産
の
申
告

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
機
械
や
備
品
で
す
。

　
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
持
っ
て
い

る
法
人
お
よ
び
個
人
事
業
者
は
、
異

動
が
な
い
場
合
で
も
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限
　

１
月
31
日︵
火
︶

提
出
先
　
　

税
務
課

武
生
税
務
署
税
務
相
談
室

☎︵
２
１
︶５
５
６
６

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

☎
０
７
７
６︵
２
４
︶７
７
６
６

確定申告に
関する相談は、
こちらまで！
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２月16日から３月７日まで、生涯学習センター・今立もくせい会館でも申告相談を行い

ますが、非常に混雑が予想されますので、できるだけ下記の会場をご利用ください。申告相談日程

平成17年分所得税の確定申告説明会を開催します。

○年金受給者

　・文化センター（高瀬二丁目）

　　と　き　２月１日（水）、３日（金）　午前９時半〜、午後１時半〜

　・今立生涯学習センター（定友町）

　　と　き　２月７日（火）　午前９時半〜正午

○株式など譲渡所得がある人

　　と　き　２月２日（木）　午前９時半〜、午後１時半〜

　　ところ　文化センター（高瀬二丁目）

○福井豪雨災害に係る雑損控除の繰越分がある人

　　と　き　２月７日（火）　午後１時半〜　　

　　ところ　今立生涯学習センター（定友町）

　問合先　税務課　　　☎（２２）３０１４

　　　　　武生税務署　☎（２２）０８９０

e-Taxを利用すると、国税に関する各種手続き

（❶所得税、法人税、消費税などの申告、

 　❷全税目の納税、❸申請・届出など）が

自宅やオフィスなどからインターネット

などを通じて行うことができます。

【詳しくは、e-Taxホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください】

税理士による確定申告の無料相談を開催します。

　と　き　２月23日（木）・24日（金）

　　　　　　午前９時〜午後４時

　ところ　生涯学習センター（府中一丁目）

　問合先　税務課　☎（２２）３０１４

２/16（木）

　 17（金）

　 23（木）

　 28（火）

３/１（水）

　 ２（木）

    ３（金）

  ８（水）

９（木）

10（金）

13（月）

14（火）

　 15（水）

月　日

横 住 開 発 セ ン タ ー

柳 集 落 セ ン タ ー

八 石 集 落 セ ン タ ー

服 間 改 善 セ ン タ ー

今立勤労青少年ホーム

今 立 も く せ い 会 館

会　場

午前９時半〜午後４時

受付時間

寺地、横住、清根、相木、西河内  

大谷、南中、赤谷、水間、柳元、市野々   

杉尾、轟井、島、長五、大平、八石、中印、別印、南坂下

春山、東樫尾、波垣、室谷、長谷、北坂下、殿

朽飯、高岡、藤木、領家

野岡、山室、下戸板、仲山、富士見台、マインドタウン、東庄境、西庄境

中津山、国中、新堂、赤坂

西樫尾、上西山、中西山、二日市、栄、新栄、谷、本町、八幡

新道、大門、馬場、富永、岡本、新橋、舟橋、仲佐山、上佐山、佐山銀座

東、天神、下佐山、宝栄、南、新西山、みどり

大滝、岩本

不老、新在家、定友

指定日に来られなかった人

月　日 会　場 受付時間 対象地区（旧今立町）

対象地区（旧武生市）

２/16（木）

　 17（金）

　 20（月）

　 21（火）

　
 22（水）

　 

23（木）

24（金）

27（月）

　 28（火）

３/１（水）

　 ２（木）

    ３（金）

    
６（月）

７（火）

 ８（水）

９（木）

10（金）

13（月）

14（火）

　 15（水）

北 日 野 公 民 館

白 山 出 張 所    

国 高 公 民 館

坂 口 公 民 館     

吉 野 公 民 館

王 子 保 公 民 館

安養寺生活改善センター

家 久 町 公 民 館

大 虫 公 民 館

北 新 庄 公 民 館

神 山 公 民 館

大塩コミュニティセンター

味 真 野 出 張 所

中居町ふれあい会館

味 真 野 出 張 所

生 涯 学 習 セ ン タ ー

午前９時〜午後４時

午前９時半〜午後４時

午前９時〜午後４時

午前９時半〜午後２時

午 前 ９ 時 〜 正 午

午前９時〜午後４時

午 前 ９ 時 半 〜 正 午

午前９時〜午後４時

午前９時〜午後２時

午前９時半〜午後４時

午 前 ９ 時 半 〜 正 午

午前９時半〜午後４時

午前９時〜午後４時

矢放、帆山、矢船、向新保、畑、小野谷、西谷、荒谷、平林、庄田 

大手、西尾、岩内、大屋、葛岡、問屋、北日野住宅団地

白山地区（安養寺、曽原、粟野、鴉ヶ平を除く）

村国一・二・三・四丁目、八幡一・二丁目、押田一・二丁目

国高一・二・三丁目、横市、庄、塚、馬上免、稲寄、瓜生、高木、長土呂

坂口地区の全町内

本保、片屋、氷坂、余田

四郎丸、塚原、富士見が丘一・二丁目、白崎、春日野、今宿、中平吹、下平吹、向陽

安養寺、曽原、粟野、鴉ヶ平

家久、芝原一・二・三・四・五丁目

大虫地区の全町内

北新庄地区の全町内　

広瀬、池ノ上、ひばりが丘、向が丘

大塩、上小松、森久、瓜生野

五分市、清水頭、上真柄、徳間、金屋、宮谷、奥宮谷、上真柄宮谷入会地、味真野団地

入谷、中居、蓑脇

桧尾谷、余川、池泉、文室、萱谷、上大坪、味真野、南小山、北小山、吉村、若宮

府中一・二・三丁目、吾妻、住吉、堀川、錦、万代、幸、国府一・二丁目、北府一・二・三・四丁目、北府本

天王、蓬莱、桂、本多一・二・三丁目、本、元、京町一・二・三丁目、平和、若松、高瀬一・二丁目、中央一・二丁目

深草一・二丁目、平出一・二・三丁目、小松一・二丁目、日野美一・二丁目、野上、新、北千福、小松、沢、岡本

南一・二・三丁目、武生柳、若竹、あおば、豊、姫川一・二丁目、文京一・二丁目、御幸

神明、東千福、行松、妙法寺、松森、月見、畷、常久、常久団地、学園団地、三ツ口、千福

指定日に来られなかった人
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※託児を希望する人は、事前にご予約ください。

※託児（福祉健康センター・子育て支援センター）は原則として

２歳から就学前までの幼児を対象とします。

※駐車場はアル・プラザ武生の駐車場をご利用ください。当日

受付で駐車場無料券をお渡しします。

◆問合先　男女共同参画室　☎（２２）３６６８

●午前の部【ところ／福祉健康センター（アル・プラザ武生４階）】　

　午前10時半〜 『観　る』 市民による催し物

　午前11時20分〜 『食　す』 バイキング（郷土料理）　

  参加費1,000円　入場チケット必要（要予約）

●午後の部【ところ／武生パレスホテル（JR武生駅前）】

　午後０時15分〜 『祝　う』 式典

  ・男女共同参画都市宣言（輪読）

  ・男女共同参画推進本部報告（内閣府）

　午後１時10分〜 『聴　く』 講演会　

  テーマ「チャレンジする21世紀の子育て」

  講師　原ひろ子氏

 　　　 　　　（城西国際大学大学院客員教授）

　午後２時10分〜 『語　る』 チャレンジトーク（市民の代表）

「越前市誕生」
男女共同参画宣言都市記念式典

「越前市誕生」
男女共同参画宣言都市記念式典
とき　１月22日（日）午前10時半〜午後３時

平成17年度　男女共同参画宣言都市奨励事業

男女平等オンブッド相談窓口男女平等オンブッド相談窓口

私たちの市には

女性も男性も相談できる窓口があります

市は男女共同参画のためのオンブッド

(オンブズパーソン＝監視者）制度を取り

入れています

・家族や夫婦間の悩み　

・DV（配偶者や恋人からの暴力）被害

・労働条件や職場の人間関係、セクハラ

　の悩みなど

●相談窓口

男女共同参画センター「あんだんて」

（アル・プラザ武生４階）

☎（２２）３６６８　

FAX（２２）３６２９

電子メールアドレス

　　ombud@city.echizen.lg.jp

火〜金曜日／第１・３土曜日

午前10時〜午後5時

男
の
家
庭
科（
オ
シ
ャ
レ
編
）

〜
ビ
フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー（
全
３
回
）

着
こ
な
し
は
そ
の
人
の
主
義
・
主
張
の
ひ
と
つ
。
衣
服
の
手
入
れ
や

お
し
ゃ
れ
の
仕
方
を
学
び
変
身
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

❶
﹁
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

お
洒
落
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・

　
ア
ド
バ
イ
ス
﹂

　
と
き
　

２
月
５
日
㈰
午
前
10
時
〜

❷﹁
衣
服
の
簡
単
な
手
入
れ
法

　
ボ
タ
ン
付
け
、
ア
イ
ロ
ン
か
け
、

シ
ワ
に
な
り
に
く
い
服
の
た
た
み
方
﹂

　
と
き
　

２
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

❸﹁
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の

　
男
の
立
ち
い
振
る
舞
い
術
﹂

　
と
き
　

２
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

※
終
了
時
間
は
す
べ
て
正
午
ま
で

で
す

・
と
こ
ろ
　

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー﹁
あ
ん
だ
ん
て
﹂

・
講
師
　

山
口
ち
と
せ
氏

　︵
山
ふ
と
こ
ろ
工
房
主
宰
︶

・
対
象
と
定
員
　

男
性
20
人

・
参
加
費
　

無
料

※
託
児
無
料︵
た
だ
し
要
予
約
︶

◆
申
込
・
問
合
先
　

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー﹁
あ

ん
だ
ん
て
﹂

　
☎︵
２
４
︶４
４
４
６

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

w
itt@

a
q
u
a
.h

o
k
u
rik

u
.n

e
.jp

や
ま
ぐ
ち

はら

新
た
な
社
会
へ
　心
と
心
が
つ
な
が
っ
た

☆
テ
ー
マ

新
た
な
社
会
へ
　心
と
心
が
つ
な
が
っ
た

☆
テ
ー
マ
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生き物も快適に暮らせる街をめざして

▲こんなにきれいになりました

お清水川を愛する会

プ ラ ス チ ッ ク
圧 縮 減 容 施 設
　南越清掃組合では市民の皆さんの

ご協力により、ごみのリサイクルと

埋立ごみの削減を図ってきました。

　このたび年々増加するプラスチッ

ク製容器包装ごみに対応するため、

処理能力が高く、リサイクル品の品

質の向上を目的とした「プラスチッ

ク圧縮減容施設」を建設し、昨年12

月より操業を開始しています。

　今後はプラスチック製容器包装ご

みの毎週の収集実施と、本施設のじ

ゅうぶんな活用で、ごみのリサイク

ル率の更なる向上を推

進します。

　これからも、分別に

ご協力をお願いします。

◆問合先　　南越清掃組合

　第１清掃センター ☎（２２）２６３６

　第２清掃センター ☎（２８）１３７０

▲白山・坂口地区の活動風景

◆問合先　環境政策課　☎（２２）３００３

外来生物
取り扱い注意！

　アメリカザリガニやブラックバスなどの外来生

物は、そのおう盛な食欲により、もともとすんでい

た生きものや植物を食べつくし、生態系破壊の原

因となります。

　捕まえた場合は、決して他の場所に移動させず、

駆除してください。

　
多
様
な
自
然
が
残
る
白
山
・
坂
口
地

区
は
、絶
滅
危
ぐ
種
の
﹁
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
﹂な
ど
が
生
息
し
て
お
り
、
環
境

省
が
指
定
す
る
﹁
里
地
里
山
保
全
再
生

モ
デ
ル
事
業
実
施
地
区
﹂
の
ひ
と
つ
に

選
ば
れ
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
保
全
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
味
真
野
地
区
を
流
れ
る
治
左

川
に
は
﹁
ト
ミ
ヨ
﹂
が
住
み
﹁
日
本
の
重
要

湿
地
５
０
０
選
﹂に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
ト
が
快
適
に
暮
ら
す
に
は
、
そ
こ
に
暮

ら
す
生
き
物
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
が

不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

H17.12月
操業開始

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
環
境
保
全
活
動
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
る
個
人
や
企
業
、
団
体
に
送
ら
れ
る
﹁
環
境
ふ

く
い
推
進
協
議
会
会
長
表
彰
﹂を
受
賞
し
た
市
内
２
団
体
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

その他のその他の
取り組み取り組み
その他の
取り組み

たけふ市民の森ワークショップ

　家久町を流れるお清水川は、あたたかくなるとユスリカが大発生し、その被害に頭を

悩ませてきました。

　平成13年、福井高専に対策のための調査研究をお願

いしたところ、繁茂する藻と有機泥の排除が一番効果的

とのことでした。そこで住民が主体となって企業・ボラン

ティアに呼び掛け、協力して環境美化に取り組みました。

　今ではコイやフナが住み、カモも飛来するようになり

ました。また小中学生による魚や虫の観察も実施されて

います。

▲活動のようす

　村国山スキー場跡地から村国山芦山公園へと続く一帯を、憩いの場として整備するこ

とを目標に、平成10年２月に発足し、活動を進めてきました。

　現在、押田公園ビオトープ、押田ふれあい花壇を他団

体との共同作業で完成しました。今後さらに市民が憩え

る公園を目指します。

　また、自治振興会と協力して村国山の清掃活動も行っ

たところ、散歩コースとして山を訪れる人も多くなりま

した。春になれば、桜も見ごろとなるでしょう。

じ
　
さ

が
わ

ろ　ざん
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﹃
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
﹄

息
の
あ
っ
た
ダ
ン
ス
シ
ー
ン

﹃
玉
繭
の
織
糸
﹄▲

28
人
の
子
ど
も
達
に
よ
る

　
迫
真
の
ス
テ
ー
ジ

吉野地区総合型地域スポーツクラブ「吉楽」

シニア体力アップステーション事業終了式

▲受講生一人ひとりに修了証が

　河野会長から手渡されました

　（財）健康・体力づくり財団の指定を受け、６カ月にわたり開催し

た吉野地区総合型地域スポーツクラブ「吉楽」の「シニア体力アップ

ステーション事業」が、11月19日（土）に全日程を終了しました。

　これまで「水中ウオーキング」「シニアからの楽しい体操」「真向法

体操」「さらば！肩こり腰痛スイミング」の４講座に、延べ150人が

参加。修了式では河野義則会長から、受講生一人ひとりに修了証と

記念品が渡されました。また体力チェックも行われ、これまでの続

けてきた成果を確認していました。

　最後に、吉楽役員手づくりの「健康メニュー」で茶話会が開かれ、

受講生は講座の思い出話などを歓談しながら、来年度の再会を誓い

合っていました。

　
第
４
回
た
け
の
っ
子
劇
場
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
ピ

ー
タ
ー
パ
ン
﹂
が
12
月
11
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
け
の
っ
子
劇
場
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に

表
現
す
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
自
身
が
自
信
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
４
年

前
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

　
今
年
、
市
内
の
小
中
学
校
に
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
１
年
生
ま
で
総
勢

23
人
が
集
結
し
、
約
１
年
か
け
、
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。

　
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
と
の
友
情
や
、

海
賊
フ
ッ
ク
船
長
と
の
対
決
な
ど
、
子
ど
も
達
が

一
生
懸
命
演

じ
る
姿
に
観

客
は
く
ぎ
づ

け
。
フ
ィ
ナ

ー
レ
で
は
ス

テ
ー
ジ
に
勢

ぞ
ろ
い
し
た

子
ど
も
た
ち

に
、
客
席
か

ら
あ
た
た
か

い
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
第
６
回
い
ま
だ
て
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
テ

ラ
座
公
演﹁
玉
繭
の
織
糸
﹂が
12
月
18
日
、
い
ま
だ

て
芸
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
演
者
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま

で
の
28
人
。
今
回
は
服
間
地
区
の
朽
飯
に
伝
わ
る

伝
説
を
も
と
に
、
理
想
の
国
づ
く
り
を
目
指
す
２

国
の
融
和
を
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。

　
玉
繭
と
は
２
匹
の
蚕
が
作
る
一
つ
の
繭
の
こ
と
。

戦
い
を
好
む
左
斐
国
と
機
織
り
が
盛
ん
な
朽
飯
と

い
う
対
立
す
る
国
が
、
２
匹
の
蚕
が
作
る
玉
繭
の

よ
う
に
互
い
に
協
力
し
て
国
作
り
を
目
指
す
ま
で

を
、
歌
や
ダ
ン
ス
で
表
現
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ラ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で﹁
星
﹂と
い
う
意
味
。

公
演
当
日
、
12
月
と
し
て
は
記
録
的
な
大
雪
に
な

り
ま
し
た
が
、
悪
天

候
に
も
か
か
わ
ら
す

足
を
運
ん
だ
約
６
０

０
人
の
観
客
は
、
ま

る
で﹁
星
﹂の
よ
う
に

輝
く
子
ど
も
達
の
演

技
に
感
動
し
、
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。

た

ま

ま

ゆ

い

　

と
ふ
く
ま

く
だ
し

さ
い
こ
く

は
た

きらく

こ う の よ し の り
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春
節
と
は
、
中
国

の
旧
暦
の
正
月
の
こ

と
で
、
今
年
は
１
月

29
日
に
当
た
り
ま
す
。

中
国
で
は
、
こ
の
日

の
前
後
は
学
校
や
会

社
が
休
み
と
な
り
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

く
過
ご
し
ま
す
。
ま

た
、
日
本
で
正
月
に

雑
煮
を
食
べ
る
よ
う

に
、
中
国
で
は
水
餃

子
を
食
べ
て
お
祝
い

し
ま
す
。

　
武
生
市
日
本
中
国
友
好
協
会
で
は
、
市
民
と
市
内

在
住
の
中
国
の
皆
さ
ん
が
と
も
に﹁
春
節
﹂を
祝
い
、

相
互
理
解
と
友
好
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
﹁
日

中
友
好
春
節
の
つ
ど
い
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
水
餃
子

の
ふ
る
ま
い
や
芸
能
発
表
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
い
ろ

ん
な
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　

き
　
１
月
29
日
㈰
　
午
後
０
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ
　
市
民
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

問
合
先
　
武
生
市
日
本
中
国
友
好
協
会

　
　
　
　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
１
階︵
府
中
︶

　
　
　
　
市
民
活
動
交
流
室
内

　
　
　
　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ︵
２
２
︶６
４
１
１
︵
共
同
事
務
所
︶

春
節
快
楽
！

春
節
快
楽
！

﹁
日
中
友
好
春
節
の
つ
ど
い
﹂

﹁
日
中
友
好
春
節
の
つ
ど
い
﹂

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

春
節
快
楽
！

﹁
日
中
友
好
春
節
の
つ
ど
い
﹂

を
開
催
し
ま
す

その❶

蔵
の
辻
前
に

交
流
ス
ペ
ー
ス

オ
ー
プ
ン
!!

蔵
の
辻
前
に

交
流
ス
ペ
ー
ス

オ
ー
プ
ン
!!

その❷

その❸

昨
年
の
よ
う
す

　元気に体を動かすメンバー

▲ここではお茶

が無料で配られ

ます。皆さん気

軽に遊びに来て

ください。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぴ
ー
ぷ
る
フ
ァ
ン
は
、
障
害
者
の﹁
働

く
・
暮
ら
す
﹂
を
支
援
す
る
通
所
授
産
所
で
、
い
す

の
レ
ザ
ー
貼
り
や
縫
製
事
業
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
懸
命
な
努
力
で
技
術
を
マ
ス
タ
ー
す
る
人
、
学
校

を
卒
業
し
て
仕
事
を
覚
え
よ
う
と
す
る
人
に
と
っ
て
、

こ
の
作
業
で
必
要
に
な
る
の
が
﹁
工
業
用
自
動
糸
切

り
の
本
縫
い
ミ
シ
ン
﹂
で
す
。
し
か
し
、
経
済
的
に

厳
し
く
、
新
し
い
ミ
シ
ン
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ど
な
た
か
使
わ
な
い
ミ
シ
ン
が
あ
っ
た
ら
譲
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
今
年
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
福
井
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会﹁
男

子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
﹂
で
優
勝
。
県
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
主
催
﹁
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
大
会
﹂で
最
優
秀

賞
。
国
民
文
化
祭﹁
吟
舞
﹂に
出
場
す
る
な
ど
、
周
囲

の
人
々
が
驚
く
ほ
ど
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
法
人

で
す
が
、
今
後
も
障
害
者
が
地

域
で
働
い
て
暮
ら
し
て
い
く
と

い
う
当
た
り
前
の
姿
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

連
絡
先
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぴ
ー
ぷ
る
フ
ァ
ン

☎︵
２
３
︶１
４
３
９

　
蔵
の
辻
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
有
志
が
中
心
と
な
り
、
交
流

ス
ペ
ー
ス﹁
え
ち
ぜ
ん
コ
ア
ハ
ウ
ス
﹂が
12
月
２
日
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
組
み
ひ
も
や
木
工
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
越
前
和
紙
を
は
じ
め
と

す
る
特
産
品
や
工
芸
品
も
紹
介
し
て
お
り
、
手
頃
な

金
額
で
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
１
坪
貸
し
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
ま
ち
な
か

に
出
店
を
計
画
し
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
だ
れ
で
も
自
慢
の
作
品
や
企
画
を
持
ち
込
め
る

と
あ
っ
て
、
遠
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。

　
内
装
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
や
間
伐
材
を
利
用
す

る
な
ど
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畳

な
ど
の
自
然
素
材
を
多
く
使
う
こ
と
で
、
訪
れ
た
人

々
に
ホ
ッ
と
で
き
る
空
間
を
提
供
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
込
ん
で

楽
し
く
活
用
で
き
る
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
合
先
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
﹁
え
ち
ぜ
ん
コ
ア

ハ
ウ
ス
﹂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
　

☎︵
２
３
︶９
０
０
４

譲
っ
て
く
だ
さ
い
！

工
業
用
自
動
糸
切
り

本
縫
い
ミ
シ
ン

譲
っ
て
く
だ
さ
い
！

工
業
用
自
動
糸
切
り

本
縫
い
ミ
シ
ン
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以
下
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
を
移
送
車
両
で
搬
送
し
、
特
殊
浴

槽
で
入
浴
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

対
象
　

寝
た
き
り
身
体
障
害
者

実
施
機
関
　

社
会
福
祉
法
人
若
越
み

ど
り
の
村
・
武
生
市
社
会
福
祉
協

議
会

料
金
　

８
０
０
円

添
付
書
類
　

医
師
の
診
断
書
・
誓
約

書
な
ど

　
家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
を
入
浴
設
備
を
備
え
た
移
動
入
浴

車
を
対
象
者
の
家
庭
へ
派
遣
し
て
入

浴
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

対
象
　

寝
た
き
り
身
体
障
害
者

実
施
機
関
　

武
生
市
社
会
福
祉
協
議
会

料
金
　

１
２
５
０
円

添
付
書
類
　

医
師
の
診
断
書
・
誓
約

書
な
ど

　
在
宅
で
、
紙
お
む
つ
を
必
要
と
し

て
い
る
65
歳
未
満
の
心
身
障
害
者︵
児
︶

で
前
年
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
人
に
支
給
し
ま
す
。︵
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
︶

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
費

用
の
１
割
が
負
担
と
な
り
ま
す
。(

残

り
の
９
割
は
公
的
負
担
︶
た
だ
し
、

負
担
の
軽
減
の
た
め
所
得
に
応
じ
て
、

上
限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
65
歳
未
満
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
に
、
市
内
入
浴
施

設
の
無
料
券
を
年
１
回
配
布
し
ま
す
。

　
１
〜
２
級
の
人
　

２
枚

　
３
〜
６
級
の
人
　

１
枚

配
布
枚
数

※羽毛布団などの場合は、費用負担が異なります。

　
寝
具
を
年
２
回︵
10
月
頃
、３
月
頃
︶

洗
濯
し
ま
す
。
９
月
と
２
月
に
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
　

地
区
担
当
民
生
児
童
委
員
の

﹁
寝
た
き
り
判
定
基
準
﹂調
査
書
に

よ
り
寝
た
き
り
に
該
当
す
る
人
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
交
付
を
受
け
て
、
在
宅
で
日

常
生
活
の
介
護
を
受
け
て
い
る
人

区　分

生活保護

低所得１

低所得２

一　　般

対象となる人

生活保護世帯の人

住民税課税世帯の人

住民税非課税世帯で障害者ま
たは障害児の保護者の年収が
80万円以下の人

住民税非課税世帯で低所得１
に該当しない人

上限額／月

自己負担なし

15,000円

24,600円

37,200円

　
申
請
受
付
は
、
社
会
福
祉
課
窓
口

で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先
　

社
会
福
祉
課
　

　
☎︵
２
２
︶３
０
０
４

※上記限度内で購入した金額の１割は自

己負担となります。

支給対象品目

パッド型

フラット型

パンツ型

支給限度

１ヵ月

合計180枚

支給上限額

20円

50円

100円

費用負担

掛布団

敷布団

毛　布

市民税非課税世帯 

100円

100円

50円

市民税課税世帯

300円

300円

100円

枚　数

各１枚
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

自
転
車
修
理
教
室
を
開
催

と
き
　

２
月
19
日
(日)

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い

定
員
　

５
人

問
合
先
　

利
再
来
館(

第
２
清
掃
セ

ン
タ
ー
内)

勾
当
原
町
86
︱
28

　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
☎(

２
８)

１
３
９
０

ま
だ
ま
だ
使
え
る

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
展
示
場

申
込
期
間
　

２
月
１
日
(水)
〜
28
日
(火)

当
選
者
発
表
　

３
月
３
日
(金)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
日
　

３
月
５
日
(日)

問
合
先
　

利
再
来
館(

第
２
清
掃
セ

ン
タ
ー
内)

勾
当
原
町
86
︱
28

　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
☎(

２
８)

１
３
９
０

市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
の

廃
止
に
つ
い
て

「越前市の未来へのメッセージ「越前市の未来へのメッセージ」およびおよび
「式典アトラクション出演団体「式典アトラクション出演団体」を募集！を募集！
「越前市の未来へのメッセージ」および
「式典アトラクション出演団体」を募集！

〜あなたも越前市誕生〜あなたも越前市誕生
記念式典に参加しませんか〜記念式典に参加しませんか〜

〜あなたも越前市誕生
記念式典に参加しませんか〜

　市では、３月19日(日)に、「融和　そし

てさらなる発展へ」をテーマに、越前市誕

生記念式典を開催します。

　市民参加を推進する市の理念に基づき、

市民の皆さんの参加を呼びかけています。

　詳細は、市ホームぺージおよび広報12月

15日号の４頁にも掲載しています。ぜひ、

ご参加ください。

応募・問合先　行政管理課

　☎(２２)３０１３　FAX(２２)３０５６

　電子メールアドレス

　gyousei@city.echizen.lg.jp

第
５
回
え
ち
ぜ
ん
環
境
楽

﹃
環
境
落
語
で
新
春
初
笑
い
﹄

と
き
　

１
月
28
日
(土)
　

午
後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
　

文
化
セ
ン
タ
ー
　

内
容
　

桂
米
二
氏
に
よ
る
環
境
落
語   

参
加
費
　

無
料(

申
し
込
み
必
要)

申
込
・
問
合
先
　

え
ち
ぜ
ん
環
境
楽

実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎(

２
８)

１
１
２
３

か
つ
ら 

よ
ね
じ

　
平
成
18
年
度
か
ら
市
県
民
税(

普

通
徴
収)

、
固
定
資
産
税
を
全
期
前

納
し
た
場
合
の
前
納
報
奨
金
制
度
を

廃
止
し
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

行
い
ま
す

　
耐
震
診
断
を
受
け
た
い
人
に
耐
震

診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
在
来
工
法
ま
た
は
枠

組
壁
工
法(

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法)

に
よ
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅
を
市

内
に
所
有
し
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人
。

募
集
件
数
　

22
件(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選)

※
申
し
込
み
用
紙
は
建
築
住
宅
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

費
用
　

３
０
０
０
円

 

申
込
締
切
　

２
月
10
日
(金)

申
込
・
問
合
先
　

建
築
住
宅
課

☎(

２
２)

３
０
７
４

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　

☎(

２
７)

７
８
０
０

●
山
野
草
の
立
春
展(

入
場
無
料)

と
き
　

２
月
９
日
(木)
〜
12
日
(日)

内
容
　

初
春
を
感
じ
さ
せ
る
山
野
草

を
約
80
作
品
展
示
、
植
栽
実
演
や
栽

培
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

　
郵
送
さ
れ
た
封
書
に
入
っ
て
い
る
返

信
用
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
押
印
の
う
え
、
１
月
31
日
(火)
ま

で
に
納
税
課
ま
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
継
続
を
希
望
し
な
い
人
で
も
期
限

ま
で
に
返
信
が
な
い
場
合
は
、
全

期
一
括
振
替
を
継
続
す
る
も
の
と

な
り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　

納
税
課

　
☎(

２
２)

３
０
１
５

　
現
在
、
口
座
振
替
で
全
期
一
括
振

替
を
し
て
い
る
人
に
は
、
今
後
も
継

続
す
る
か
封
書
で
照
会
し
て
い
ま
す
。

返
信
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

継
続
す
る
人

継
続
し
な
い
人

(

期
別
ご
と
の
納
付
を
希
望
す
る
人)

広告掲載スペース 広告掲載スペース
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広告掲載スペース

募

集

募

集

募

集

係

﹁
年
金
受
給
者
の

確
定
申
告
書
の
書
き
方
﹂
を

放
映
し
ま
す

正しいペットの飼い方について
飼い主として責任のある飼い方を！

●生涯愛情を持って飼いましょう

●放し飼いはやめましょう

●ふんの後始末をしましょう

●繁殖制限も考えましょう

●必ず登録をしましょう

●狂犬病予防注射を毎年受けましょう

　なお、登録した犬が死亡した場合には、

忘れずに死亡届を出してください。

問合先　市民課

　☎(２２)３３９６

２月７日は「ふるさとの日」２月７日は「ふるさとの日」２月７日は「ふるさとの日」

　福井県は、明治14年２月７日に太政官布告により
誕生しました。
　そこで、県では昭和５７年にこの日を「ふるさとの日」
と定め、県民一人ひとりが自らの郷土について理解と
関心を深め、より豊かな郷土を築き上げることを願う
日としました。

問合先　県男女参画・県民活動課  
　　　　☎０７７６(２０)０２８６

小
松
空
港
・
上
海
便
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

温
風
暖
房
機
の

点
検
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
中
に
温
風
暖
房
機
な
ど

の
燃
焼
不
良
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中

毒
で
、
数
人
が
死
亡
ま
た
は
意
識
障

害
で
入
院
し
て
い
ま
す
。

　
温
風
暖
房
機
な
ど
を
使
用
す
る
際

は
、
業
者
の
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
７
７
３

冬
季
市
民
体
育
大
会

 

と
き
　

１
月
29
日
(日)

 

と
こ
ろ
　

カ
ド
ハ
ラ
ス
キ
ー
場(

大

野
市)

 

競
技
内
容
　

ス
キ
ー(

ア
ル
ペ
ン)

、

大
回
転
１
走(

地
区
対
抗
戦)

  

そ
の
他
　

雪
不
足
や
天
候
状
況
に
よ

り
大
会
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 

問
合
先
　

市
体
育
協
会

　
☎(

２
３)

６
２
２
２

　
火
曜
便
の
増
便
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
使
い
勝
手
が
向
上
し
ま
し
た
。

運
行
日
　

毎
週
火
・
木
・
日
曜
日

　
小
松
発
　

午
後
１
時
半

　
上
海
発
　

午
前
９
時
20
分(

現
地

時
間)

※
所
要
時
間
は
約
２
時
間

そ
の
他
　

利
用
者
に
は
臨
時
駐
車
場

を
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。

問
合
先
　

県
総
合
交
通
課

　
☎
０
７
７
６(

２
０)

０
２
９
１

市
職
員(

調
理
員)

を
募
集

　
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
、
公
的

年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
の
申
告

書
の
書
き
方(

15
分
程
度)

に
つ
い
て

放
映
し
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
　

　
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
２
チ
ャ
ン
ネ
ル

放
映
期
間
　

２
月
１
日
(水)
〜
４
日
(土)
、

11
日
(土)
、15
日
(水)
〜
28
日
(火)

※
放
送
時
間
が
曜
日
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　

武
生
税
務
署
　

　
☎(

２
２)

０
８
９
０
ま
た
は
、

　
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
☎(

２
１)

５
０
４
０

受
験
資
格
　

調
理
師
免
許
の
取
得
者

(

平
成
18
年
３
月
ま
で
に
取
得
見

込
可)

で
、
昭
和
45
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

採
用
人
数
　

１
人

仕
事
内
容
　

市
内
学
校
な
ど
で
の
給

食
調
理
業
務

受
付
期
間
　

１
月
31
日
(火)
ま
で

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分(

土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く)

申
込
方
法
　

職
員
課
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
第
一
次
試
験

と
き
　

２
月
12
日
(日)
　

と
こ
ろ
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

試
験
内
容
　

作
文
試
験
、
適
性
検
査

▼
第
二
次
試
験
　

詳
し
い
内
容
は
第

一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

試
験
内
容
　

口
述
試
験
、
実
技
試
験

採
用
　

最
終
合

格
者
は
、
採

用
候
補
者
名

簿
に
登
載
し
、

職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
る

資
格
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　

職
員
課

☎(

２
２)

３
７
０
４
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式
部
ふ
れ
あ
い
館

講
座
受
講
生
募
集

●
地
元
の
豆
を
使
っ
て
味
噌
づ
く
り

講
座

と
き
　

２
月
４
日
(土)
　

午
前
９
時
半
〜

事
前
説
明
会
　

１
月
27
日
(金)
　

午
後

７
時
半
〜

定
員
　

15
人

※
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　

式
部
ふ
れ
あ
い
館(

働

く
婦
人
の
家)

　
☎(

２
３)

０
０
４
７

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り

講
座
受
講
生
募
集

と
き
　

２
月
６
日
(月)
　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ
　

青
年
セ
ン
タ
ー(

高
瀬
二

丁
目)

内
容
　

チ
ョ
コ
を
使
っ
た
お
菓
子
づ

く
り(

定
員
は
15
人
、
エ
プ
ロ
ン
持
参)

費
用
　

８
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク

た
け
ふ(

武
生
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム)

☎(

２
４)

０
４
４
４

ワークメイト
からのお知らせ

エクセル関数

パソコン入門

アクセス2003初級

ホームページビルダ−入門

ワード2003初級

エクセル2003初級

JWーCAD中級

はじめてのブログ

6,000円

8,000円

9,000円

3,000円

１/26㈭〜31㈫

１/30㈪〜２/３㈮

２/８㈬〜16㈭

２/13㈪〜15㈬
２/20㈪〜22㈬

２/17㈮〜28㈫

２/24㈮

19：00〜21：00

13：00〜16：00

19：00〜21：00

13：00〜16：00

19：00〜21：00

9：00〜12：00

9：00〜16：00

コース名 時間 受講料期間(土・日・祝日を除く)

パソコン講座　各コースとも定員20人(受講料にテキスト代含む)

申込・問合先　ワークメイト　☎(２３)６８５５

【 I T学習支援コーナーを開設しています】
とき　毎週木〜土曜日　午前９時〜午後４時
内容　時間内であれば無料で自由にパソコンの自主学習ができ

　　ます。わからないことは、サポーターが手助けします。

インターネットも
利用できるよ

公
民
館
主
事
を
募
集
中

　
市
で
は
、
公
民
館
主
事
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　

１
月
31
日
(火)

申
込
・
問
合
先
　

生
涯
学
習
課

☎(

２
２)

３
９
７
７

事
業
団
の
臨
時
職
員
を
募
集

◆
公
園
な
ど
の
管
理

応
募
資
格
　

65
歳
程
度
ま
で
の
市
内

に
住
む
健
康
な
人

仕
事
内
容
　

公
園
の
清
掃
お
よ
び
施

設
の
管
理

募
集
人
数
　

15
人
程
度

勤
務
時
間
　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
、
午
後
５
時
〜
午
後
10
時

勤
務
期
間
　

４
月
１
日
(土)
〜
11
月
30

日
(木)

申
込
方
法
　

履
歴
書
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い(

郵
送
も
可)

　

申
込
締
切
　

１
月
25
日
(水)
　

申
込
・
問
合
先
　

〒
915
ー
０
８
３
２

高
瀬
二
丁
目
３
︱
３

　
施
設
管
理
事
業
団(

文
化
セ
ン
タ

ー
内)

☎(

２
４)

３
７
１
２

管
理
す
る
施
設
　

　
し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里(

白
崎
町
第

68
号
８
番
地)

　

指
定
期
間
　

平
成
18
年
６
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日

公
募
締
切
　

２
月
３
日
(金)

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里
の

指
定
管
理
者
を
募
集

●
餅
つ
き
体
験
と
日
本
の
食
文
化

と
き
　

１
月
29
日
(日)
　

　
午
前
９
時
半
〜
正
午

参
加
料
　

５
０
０
円

持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
か
き
も
ち
づ
く
り
体
験(

要
予
約)

と
き
　

２
月
４
日
(土)
　

　
午
後
１
時
半
〜
３
時

参
加
料
　

５
０
０
円

そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い

※
２
月
12
日
(日)
は
休
館
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交

流
セ
ン
タ
ー
　

☎(

２
８)

１
１
２
３

平
成
18
・
19
年
度

市
体
育
指
導
委
員
を
募
集

対
象
　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
か
ら

お
お
む
ね
60
歳
ま
で
の
人
で
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
熱
意
と
行
動

力
の
あ
る
人

任
期
　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成

20
年
３
月
31
日

報
酬
　

日
額
３
０
０
０
円(

年
10
回

程
度)

募
集
人
数
　

５
人
程
度

申
込
締
切
　

２
月
15
日
(水)

申
込
方
法
　

申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

   

申
込
・
問
合
先
　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎(

２
２)

７
４
６
３

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里

健
康
教
室
参
加
者
募
集

●
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
教
室

と
き
　

１
月
21
日
(土)
　

午
前
10
時
〜

内
容
　

童
謡
を
歌
う
、
音
楽
鑑
賞
な
ど

●
寒
さ
に
負
け
な
い
温
泉
活
用
健
康
法

と
き
　

２
月
４
日
(土)
　

午
前
10
時
〜

内
容
　

食
生
活
と
運
動

●
健
康
い
き
い
き
体
操

と
き
　

２
月
18
日
(土)
　

午
前
10
時
〜

内
容
　

健
康
ら
く
ら
く
体
操

参
加
料
　

各
３
０
０
円(

入
浴
料
込
み)

申
込
・
問
合
先
　

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽

里
　

☎(

２
５)

７
８
０
０

問
合
先
　

社
会
福
祉
課

　
☎(

２
２)

３
０
０
４

指
定
管
理
者
制
度

﹁
公
の
施
設
﹂
の
管
理
運
営
は
、
こ
れ
ま

で
公
共
的
団
体
な
ど
限
ら
れ
た
団
体

し
か
委
託
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
民
間
事
業

者
な
ど
も
管
理
運
営
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。



16

●
健
康
づ
く
り
事
業
●

　　　
申
込
・
問
合
先
　

☎(

２
４)

２
２
２
１

　
こ
こ
か
ら
は
健
康
増
進
課(

福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー)

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

生
活
・
運
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

講
座
を
開
催

と
き
　

２
月
17
日
(金)

　
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

   

と
こ
ろ
　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
　

手
に
ま
ひ
が
あ
る
人
が
使
い

や
す
い
調
理
器
具
の
紹
介
と
、
簡

単
な
調
理
実
習

定
員
　

８
人

費
用
　

無
料(

要
予
約)

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
参
加
者
募
集

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

保

健

保

健

保

健

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

を
開
催

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　

３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者 

と
き
　

１
月
24
日
(火)
、
31
日
(火)
、
２

月
７
日
(火)

 

と
こ
ろ
　

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

  

※
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の
と
き
に

配
布
す
る
フ
ッ
素
塗
布
無
料
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先
　

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

１
０
２
０

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

武
生
郷
友
会
入
寮
生
を
募
集

入
寮
資
格
　

県
内
出
身
で
東
京
都
内

ま
た
は
近
郊
の
大
学
に
通
学
す
る

男
子
大
学
生

寮
の
所
在
地
　

東
京
都
新
宿
区
中
落

合(
西
武
新
宿
線
、
都
営
地
下
鉄

大
江
戸
線
中
井
駅
か
ら
徒
歩
10
分)

寮
費
　

１
ヵ
月
　

６
万
５
０
０
０
円

(

朝
・
夕
２
食
付
き)

※
施
設
寄
付
金
15
万
円(
入
寮
時)

募
集
人
員
　

９
人

問
合
先
　

(財)
武
生
郷
友
会

☎
０
３(

３
９
５
１)

３
８
３
６

武
生
支
部
窓
口(

塚
崎
嘉
昭)

京
町
一
丁
目
１
│
８

☎(

２
２)

１
１
１
０

　
４
月
１
日
か
ら
予
防
接
種
法
が
改

正
さ
れ
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

種
の
内
容
お
よ
び
対
象
な
ど
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
麻
し
ん
ま
た
は
、
風

し
ん
の
予
防
接
種
は
２
歳
ま
で
に
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
接
種

方
法
に
つ
い
て
は
、
接
種
医
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

 

●
３
月
31
日
ま
で
　

対
象
　

満
１
歳
〜
７
歳
半
未
満

 

接
種
内
容
　

麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
接
種

●
４
月
１
日
以
降

  

対
象

・
Ⅰ
期
　

満
１
歳
〜
満
２
歳
未
満

・
Ⅱ
期
　

小
学
校
就
学
ま
で
の
１
年
間

 

接
種
内
容
　

麻
し
ん
、
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種

  

そ
の
他
　

４
月
以
降
、
２
歳
以
上
の

子
ど
も
の
接
種
は
有
料
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
物
価
や
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
、

調
査
活
動
や
意
見
・
要
望
を
述
べ
る

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　

９
人(

定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り)

応
募
資
格
　

市
内
に
住
ん
で
い
る
20

歳
以
上
の
人

任
期
　

４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月

31
日

申
込
方
法
　

電
話
で
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　

１
月
31
日
(火)

申
込
・
問
合
先
　

消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
７
７
３

対
象
　

小
学
４
年
〜
６
年
生
の
初
心
者 

と
き
　

１
月
26
日
(木)
〜
　

　
毎
週
木
曜
日(
全
10
回)

　
午
後
６
時
15
分
〜
７
時
半

 

と
こ
ろ
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

  

内
容
　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
中
心
に
初

心
者
向
け
の
練
習
を
行
い
ま
す
。

 

定
員
　

15
人

  

費
用
　

５
０
０
円(

保
険
料)

申
込
締
切
　

１
月
24
日
(火)

申
込
方
法
　

ス
ポ
ー
ツ
課
、
市
体
育

館
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、

保
険
料
を
添
え

て
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

 

申
込
・
問
合
先
　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎(

２
２)

７
４
６
３

●
パ
ソ
コ
ン
入
門

対
象
　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
人

と
き
　

２
月
20
日
(月)
〜
24
日
(金)

　
午
後
１
時
半
〜
４
時

内
容
　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
日

本
語
入
力
な
ど

費
用
　

１
３
０
０
円
程
度

●
高
齢
者
入
門

対
象
　

65
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
が
全

く
初
め
て
の
人

と
き
　

２
月
27
日
(月)
〜
３
月
３
日
(金)

　
午
前
９
時
半
〜
正
午

内
容
　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

費
用
　

５
０
０
円
程
度

●
エ
ク
セ
ル
入
門
・
初
級

対
象
　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
、
文
字
入
力
が
で
き
る
人

と
き
　

３
月
２
日
(木)
、
３
日
(金)
、

　
６
日
(月)
〜
10
日
(金)

　
午
後
１
時
半
〜
４
時

内
容
　

エ
ク
セ
ル
２
０
０
０
の
基
本

操
作
、
表
計
算
機
能
な
ど

費
用
　

１
７
０
０
円
程
度

●
高
齢
者
初
級

対
象
　

65
歳
以
上

で
文
字
入
力
が

で
き
る
人
　

と
き
　

３
月
６
日

(月)
〜
10
日
(金)

　
午
前
９
時
半
〜

正
午

内
容
　

パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
と

文
章
作
り

費
用
　

５
０
０
円
程
度

と
こ
ろ
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員
　

い
ず
れ
も
14
人(

初
め
て
の

人
を
優
先
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選)

申
込
締
切
　

２
月
10
日
(金)

※
費
用
に
は
テ
キ
ス
ト
代
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎(

２
２)

３
０
０
５
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名　称

100 (市が利子負担) ５年以内 労働金庫武生支店

返済期間 受付窓口融資限度額

小規模事業
育成資金

中小企業
振興資金

運転資金

設備資金

150 

150 

1.9〜2.2 

1.9〜2.2

５年以内

５年以内

労働金庫武生支店

市内の各信用金庫

市内の各銀行・

信用金庫

５年以内

７年以内

５年以内

７年以内

1.4〜2.0 

1.4〜2.4

1.5〜2.1 

1.5〜2.5

500 

1,000

1,000

2,000

運転資金

設備資金

生活安定
資金

勤労者

自営業者等

年利率(％)
( １月15日現在　　(万円) ) 融

資
制
度
の
案
内

問
合
先
　

受
付
窓
口
ま
た
は

　
商
工
政
策
課
　

☎(

２
２)

３
０
４
７

県育児・介護休業
生活資金

※
設
備
資
金
に
は
市
の
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●

な
ご
み
電
話(

こ
こ
ろ
の
悩
み)

☎(

２
５)

７
５
６
４

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

こ
こ
ろ
の
電
話

☎(

２
４)

０
２
９
４

土
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

●

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン

☎(

２
３)

６
６
９
９

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●
社
会
福
祉
課
　
☎(

２
２)

３
０
０
４

・
知
的
障
害
者
の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談

第
２
水
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

●

武
生
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎(

２
２)

８
５
０
０

・
心
配
ご
と
相
談

　
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

・
法
律
相
談(

電
話
で
の
相
談
、
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん)

第
１
・
３
木
曜
日
　
午
前
９
時
半
〜

正
午(

午
前
８
時
半
か
ら
受
付
・
10

人
ま
で)

●

今
立
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎(

４
３)

７
８
３
４

・
行
政
相
談

　
第
２
水
曜
日
　

午
後
１
時
〜
４
時

・
心
配
ご
と
相
談

　
水
曜
日
　
午
後
１
時
半
〜
４
時

・
結
婚
相
談

　
15
日
、
25
日
　
午
後
１
時
半
〜
４
時

●

高
年
齢
者
職
業
相
談
室

☎(

２
４)

５
７
７
７

月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
武
生

☎(

２
３)

７
０
４
６

・
若
者
対
象
の
就
職
相
談
な
ど

火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

市
民
相
談
電
話

　

☎(

２
２)

１
１
２
２

・
ど
こ
に
電
話
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
時
は
、
こ
ち
ら
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

無
料
相
談

無
料
相
談

無
料
相
談

●

消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
７
７
３

・
消
費
生
活
相
談
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
０
０
０

・
行
政
相
談
　
第
１
・
３
月
曜
日
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時

・
人
権
相
談
　
第
１
月
曜
日
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

・
結
婚
相
談
　
第
１
・
２
・
３
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

●

男
女
平
等
オ
ン
ブ
ッ
ド

☎(

２
２)

３
６
６
８

・
性
差
な
ど
に
よ
る
い
ろ
ん
な
悩
み
相
談

毎
週
火
〜
金
曜
日
、
毎
月
第
１
・
３

土
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

o
m
b
u
d
@
c
ity

.e
c
h
iz
e
n
.lg

.jp

●

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

☎(

２
３)

８
２
１
１

・
子
育
て
相
談
　
毎
日(

休
日
も)

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

　(

毎
月
第
３
水
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で)

・
女
性
相
談
　
水
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●
児
童
福
祉
課
　
☎(

２
２)

３
０
０
６

・
ひ
と
り
親
家
庭
相
談
　
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

３
０
７
７

・
児
童
養
護
に
関
す
る
相
談
　(

緊
急

の
場
合
は
夜
間
で
も
受
け
付
け
ま
す)

毎
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半

●

健
康
増
進
課

☎(
２
４)

２
２
２
１

・
健
康
相
談
　
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(アルプラザ４階)

●１歳６カ月児健康診査
とき　１月25日㈬、２月１日㈬、15日㈬
　午後１時半〜２時半

●３歳児健康診査
とき　１月26日㈭、２月２日㈭、16日㈭
　午後１時〜２時半

●こころの相談会(要予約)
とき　１月27日㈮、２月10日㈮
　午後５時半〜８時半

●両親学級(要予約)
対象　これから親となる人とその家族
とき　１月28日㈯　午後１時10分〜１時半

●育児相談(１歳未満の乳児)
とき　２月６日㈪　午前９時半〜10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
とき　２月６日㈪
　(初期)　午前10時〜　(中・後期)　午前11時〜

●はつらつ教室(健康体操など)
とき　２月６日㈪、15日㈬　午前９時半〜11時

●母乳っ子集まれ
とき　２月８日㈬　午後１時〜２時半

●テレビカウンセリング(要予約)
とき　２月15日㈬　午前11時〜午後５時
内容　心療内科医による相談

●子どもの発達相談(要予約)
対象　発達に心配のある子どもとその家族
とき　２月９日㈭　午後１時〜５時

●ハートフルキッズ(１歳以上の幼児)
とき　２月20日㈪　午前９時半〜10時半

●２カ月児セミナー
とき　２月20日㈪　午後１時10分〜１時半

●いきいき運動広場(転倒予防体操や運動に関する相談)
とき　毎週火・金曜日(祝日を除く)　午前９時〜11時

開催場所　社会福祉センター(杉尾町)

●すこやかサロン(乳幼児)
とき　２月17日㈮　午前10時〜11時

●１歳６カ月児健康診査
とき　２月21日㈫　午後１時半〜２時半
●こころの相談会(要予約)　☎(４２)３９３９
とき　毎週火・木曜日(祝日を除く)　午前10時〜午後４時
内容　電話、面接、訪問による相談の受け付け

開催場所　花筐保健センター(粟田部町)　

●健康相談
とき　１月26日㈭　午前９時半〜11時
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武
生
図
書
館
　

☎(

２
２)

０
３
５
４

武
生
図
書
館
分
館﹁
　

﹂

　
　
　
　
　

☎(

２
１)

２
０
０
１

今
立
図
書
館
　

☎(

４
３)

０
２
２
９

図書館
だより

ら
く石石

問合先問合先問合先

●木村弓コンサート

　「千と千尋の神隠し」の主題歌で知
られる木村弓さんの“癒しと祈り”の
コンサート

　３月５日㈰　午後２時開場　
　　　　　　　午後２時半開演
　料金　前売り　2,500円
　　　　当日　3,000円
　※全席自由　　　　　　　　　

●南PCフォート展
　１月20日㈮〜29日㈰
●第７回まだ、うまだ展(絵画)
　１月21日㈯〜29日㈰
●大地をけって光を浴びて
　〜丈生神山幼稚園の一年間〜
　２月３日㈮〜12日㈰
●仁愛大学第２回卒業制作展
　２月16日㈭〜25日㈯

開館時間　午前10時〜午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
※２月〜４月の展示申し込みを受け

付けています

●常設展
「めでたさのカタチ

　　　　　−寺内コレクション−」
 ３月21日㈫まで
料金　無料

開館時間　午前10時〜午後６時
　　(入館は午後5時半まで)

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

※公会堂記念館では貸館業務を行っ
ています。(要予約)

催し物情報催し物情報催し物情報催し物情報催し物情報催し物情報

　
武
生
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　
武
生
図
書
館
は
新
図
書
館
へ
の
移

転
の
た
め
、
全
館
と
も
４
月
１
日
か

ら
休
館
し
ま
す(

新
図
書
館
は
８
月

１
日
開
館
予
定)

。

　
休
館
に
と
も
な
い
、
武
生
図
書
館

全
館
の
本
の
貸
し
出
し
、
予
約
、
調

査
な
ど
は
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
予
約
し
た
本
を
４
月
１
日
以
降

に
受
け
取
る
場
合
は
、
今
立
図
書
館

で
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
今
立
図
書
館
は
、
４
月
以
降
も
通

常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。
武
生
図
書

館
休
館
中
は
今
立
図
書
館(

定
友
町)

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山田 季咲良　ちゃん

　やまだ　　　  きさら　

(１歳)

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
１
、２
、３
♪

音
楽
だ
ぁ
〜
い
す
き
!!

♪
♪

次号は２月15日発行

越前市広報1月15日号

◆越前市のホームページアドレス
　http://www.city.echizen. lg . jp/
◆編集・発行　越前市秘書課広報広聴室

〒915-8530 越前市府中一丁目13-7 
☎0 7 7 8 ( 2 2 ) 3 4 2 8

※越前市は環境マネージメントシステム

ISO14001自己適合宣言を行っています。

【12月１日現在】

◆総人口　 87,987人　
　内外国人　 3,292人　

◆男　 43,031人　
　内外国人　 1,619人　

◆女　 44,956人　
　内外国人　 1,673人　

◆世帯数　 28,635世帯　
　内外国人　 2,445世帯　

１月の納税１月の納税１月の納税

市県民税　第４期
国民健康保険税　第７期
介護保険料　第７期

【夜間納税窓口・納税相談日】
と　き　第１・３火曜日および、

月末開庁日
午後８時まで

ところ　納税課

口座振替の人は残高の確認を

人口人口人口

２月８日㈬
市役所前
午前10時〜午後１時
午後２時〜午後４時
愛の献血にご協力を

献血献血献血

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 ☎(21)3900(21)3900☎(21)3900 いまだて芸術館いまだて芸術館いまだて芸術館いまだて芸術館いまだて芸術館いまだて芸術館いまだて芸術館 ☎(42)2700(42)2700☎(42)2700

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 ☎(23)5811(23)5811☎(23)5811

しくらしくらしくら

休
日
診
療
に
つ
い
て

☎
０
１
２
０(

２
４)

４
８
９
４

●
市
長
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
F
A
X(

２
２)

９
９
７
７

●
市
民
相
談
電
話

　
☎(

２
２)

１
１
２
２

●
提
案
箱﹁
あ
な
た
の
声
﹂

　
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

　
今
立
総
合
支
所

●
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　k
outy

ou@
c
ity

.e
c
hize

n.lg
.jp

　


